












































































































































































Upgrading Site and services Core housing





































　　Arumbakkam site & services programme area
Ｂ　アザド・ナガールスラム改善地域
　　Azad Nagal slum improvement area
Ｃ　マイラポールのバッキンガム運河沿のカバリー・トッタムスラム地域
　　Kabali Thottam slum along Buckingham Canal at Mylapore
チェンナイ（旧マドラス）市のスラム居住者の住宅政策と居住アーバニズム
― 233 ―






























Source: Compendium of Environment Statistics, 2001
図６　チェンナイ都市域におけるスラム人口の推移（1981~2001）　単位は 10 万人































政府の都市農村計画機関Town and CountryPlanning 
Organization（以下、TCPO）の報告レポート 






















T.N. Chennai U.A. % T.N. Chennai U.A. %
1. 1981 159.5 42.9 26.90 26.8 13.8 51.49
2. 1991 190.8 54.2 28.41 35.7 15.3 42.86
3. 2001 233.1 69.8 29.94 43.6 19.6 44.95
Source: Compendium of Environment Statistics, 2001
表２　チェンナイ市のスラム素描―Slum Profile Sheet より作成―
① 調査スラム数：1131（全スラム数の約 52％）
② 調査人口 / 世帯数：約 116 万人 / 約 30 万世帯
③ 土地所有：公共地（48%）、TNSCB（30%）、Patta（11%）、その他（11%）
④ 土地状態：宅地開発可能（79％）、居住不可能（21%）☜移住 relocation




⑥ 住宅規模：20 ㎡以下（60%）、21~40 ㎡（29%）、41~60 ㎡（6%）、60 ㎡以上（5%）
⑦ 屋根材料： セメント（40%）、アスベスト（27%）、草・稲（22%）、タイル（5%）、タール（4%）、木（2%）
　　　　　　  ☞アスベストの高率に驚きである。
⑧ 床 材 料：セメント（77%）、泥（11%）、石（9%）、レンガ（2%）、タイル（1%）
⑨ 下水設備： 各戸に備え付いたタンク（49%）、土を掘った臨時便所（23%）、コミュニティ内に備え付いた
　　　　　　 タンク（12%）、シェアされたタンク（7%）、 有料トイレ（5%）、屋根なし欠陥トイレ（4%）
⑩ 飲 料 水：公共用蛇口（36%）、各戸の蛇口（31%）、Tube Well（16%）、給水車（15%）、Open Well（2%）




（月額 Rs）   2,501~5,000（53%）、2,500 以下（8%）
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図９　アルンバッカム地区 site and service project の住宅地の配置図



























  重要なのは移住させない  21世紀に向けて～
②アルンバッカム地区の   ➡③カバリ－トッタムスラム
Site＆Service Project政策 ➡土地分譲で所得階級（EWS  のR & R政策、すなわち
　　（図9参照）  ・LIG・MIG）毎に区画指定  rehabilitation ＆ resettlement
  そして各自で建築（自助建設） 扌
   保健や福祉を含めた生活保障
   Ａ 電気や飲料水の無料化
   Ｂ 家賃20年間払いで自宅に
   Ｃ 雇用があり、相互交流
   扌
   新しいコミュニティ
   Occupancy Urbanism
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写真５　Kabali Thottam Slum (Mylapore)（2017年）
バッキンガム運河に沿うスラム。左端は高架鉄道
スラムの背後にある移転先の４階建て建物（３ヶ所）
自然堤防上の現在のスラム住宅
チェンナイ（旧マドラス）市のスラム居住者の住宅政策と居住アーバニズム
― 249 ―
移転先の建物と業務用のオートリキシャ
飲料水用に集められたビニール製の容器
移転先の建物の室内
